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ドイツで思い知る⽇本の会議の無意味さ
意⾒を出し尽くして時間内に結論を得るのが「会議」だ

⾼部英明 ドイツ・ヘルムホルツ研究機構上席研究員、⼤阪⼤学名誉教授

 ドレスデンの研究機構 ( H Z D R )に私が⼤阪⼤学を辞めて着任した
ことで、２０年前に私が提唱した「実験室宇宙物理学」のプロ
ジェクトをドイツでも⽴ち上げる⽅針を機構⻑が出した。まずは年間 1億円程度

で、欧州の⼤学や研究機関と連携しポスドク（博⼠研究員）と⼤学院⽣を 2 0名ほ
ど雇⽤する 5年間の事業予算をヘルムホルツ協会に申請する。そのための第１回

⾮公式会議を３⽉４⽇に開催した。私が代表となる「仮想的な研究所 ( V i r t u a l

I n s t i t u t e )」を設⽴し、活動しようという狙いである。

 本稿では、この会議を取り上げ、ドイツ式会議がいかに議論を尽くし予定の時

間内で結論を出すか、その様⼦を紹介したい。⽇本の皆さんに会議のあり⽅を考
える参考にしていただきたいからである。

会して議せず、これを「怪議」という

 幕末、官軍が江⼾へ攻めてきている際、江⼾城に徳川幕⾂が集まり、どう対応

するかの「評議」が何度も⾏われた。が、話し合いもうまくできず、何も決まら
なかった。

 「会議」は明治期に⽣まれた⾔葉だ。そして、誰が⾔い出したか定かでない
が、  「会して議せず、これを『怪議』という」と⽪⾁った表現がある。

 会して議せず、は以下のように続く。

 議して決せず（発⾔はあっても、議論が発散し、結論が出ない）
 決して⾏なわず（何とか決めても、決定事項が実⾏されない）

 ⾏なって責取らず（決定事項を実施しても、⻑は責任を取ろうとしない）

 実は私が⽇本で在職していた⼤学の部局が正にこれであった。⽇本経済の不調

も、このような⽇本的会議による時間の浪費がもたらしているのではないか。
シャープや東芝は、保守的な⾵⼟の中、過去の栄光にすがって改⾰を怠り、社を
傾けることになってしまったのだと思う。

素直な反応が科学の新展開に不可⽋

 今回、私が経験した会議は、こうした⽇本での会議とは全く違っていた。

 議事進⾏は、「仮想的な研究所」の副代表で核物理実験が専⾨のダニエル ( D B )

がした。会議終了後に私が撮った写真を写真 1に⽰す。ここに、機構⻑ローラン

ド（ R S）も参加していた。忙しい彼のために、彼のオフィスの向かいの会議室
を利⽤した。
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写真 2︓ガンマ線観測施設 H E S S（ナ
ミビア共和国）＝独ＤＥＳＹ提供

写真３︓ H E S S観測装置の責任者
C h r i s t i a n  S t e g m a n n。後ろが実
物⼤のガンマ線観測装置＝独ＤＥＳＹ提
供

写真１︓ 会議を終了して、本記事のために写真撮影。左から K Z ,  S F ,  D B ,  F S ,
M B ,  T C ,  C S , J G。

 会議は昼⾷をはさんで４時間。参加 1 0名のうち外部からの客⼈として、クリス

チャン ( C S )とステファン ( S F )がベルリンとニュールンベルグから参加。 C Sの専
⾨は素粒⼦宇宙物理、 S Fは⾼エネルギー宇宙物理。彼らは宇宙線、 X線、ガンマ

線、ニュートリノの観測的天⽂学が専⾨。 C Sが所⻑を務めるベルリン郊外の研
究所は素粒⼦宇宙物理の中⼼地である。

 まず、参加者が 1 5分ずつ⾃分の研究内容を報告した。昼⾷の後、「どのような

共同研究が可能か」「仮想研究所の守備範囲をどこまで広げるか」をめぐって２
時間討論した。原案は私と議事進⾏役のD Bで作っている。

 議論が始まった。司会の D Bはお客 2名の意⾒から促す。彼らに当事者意識を
持って参加してほしいので当然である。彼らの答えは明快で、「⼤変⾯⽩い新し
い試みだ。組織を挙げて推進したい」と C S。彼は南アフリカの北⻄に位置する

ナミビア共和国に設置された宇宙からのガンマ線観測装置 H . E . S . S .（ヘス︓写真
２）のリーダー（写真３）。ナミビアはかつてドイツの植⺠地。暗⿊の夜が観測

に都合よい。

  C Sは続けて「観測だけではどのような物理が宇宙線加速を⾏っているかさっ
ぱり理解できない。何らかの模擬実験があるなら、加速の物理の研究が進む。特

に若⼿にとって物理モデルを構築する知的活動に不可⽋である」と意思表⽰。

 同時に彼は「実は、私は最近『変わらなければいけない』と感じるようになっ
ていた。そこに今回の話があり A k i（私の愛称）が 1 0⽉にベルリンに来て宇宙線

加速のレーザー模擬実験のデータと物理解釈の説明をしてくれた。それを聞いた
時、『俺の変わるべき⽅向はこれなのだ』と悟るところがあった」と説明した。

うれしい限りである。
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写真４︓ヘルムホルツ・ドレスデン
研究機構⻑ R o l a n d  S a u e r b r e y

 ⽇本でも多くの観測的天⽂学者に説明する機会があり、実験室宇宙物理の活動
への参加を促してきた。皆、「とても⾯⽩い」と⾔ってくれるが、参加となると

「今の観測が忙しくて⼿を出す余裕がない」と返事をする。このあたりの「⼼の
余裕があるかないか」が新しい科学を開けるかを決めているように思う。

ドイツ式の会議

 もう⼀つ、⽇本との⼤きな違いは、時間を 4時間と決め、最後に仮ではあるが

⽅針と課題を決定してしまうことである。

 議論が始まると皆、堰を切ったかのように発⾔する。司会の D Bは議論の論理

性を重視する。発⾔が今の議論の流れと外れていると察するとぶしつけなまでに
「今の論点から外れている」と発⾔を⽌める。司会の役割をしっかり⾃覚してい
る。

 途中で話が「このような仮想研究所を
提案した場合、宇宙物理のコミュニティ

に影響を与える。政治的な課題が⽣じな
いか。⼤学などの研究者も参加してもら
うとすれば、どこに声をかけるべきか」

と、少し堂々巡りをしていると、機構⻑
（写真４）が「そのような政治的なこと

は俺に任せれば良い。今⽇の議論で決め
るべきは、魅⼒的な科学研究の課題を 3

点ほど挙げることだ」と混乱しかけた議
論の⽅向を正す。

 トム ( T C )がミハエル ( M B )のシミュレーション能⼒を前に出したい意向で「宇

宙模擬実験で宇宙の計算機シミュレーションが正しいかどうか確認できる」と⾔
うと、 S Fも「その点が、宇宙物理屋の私たちには魅⼒的だ」と答える。すると、

皆も共感する様⼦。

 そこで私が、他の発⾔を遮り⼤声で「それではだめだ。実験室宇宙物理を⽴ち
上げた初期に、私も同じことを⾔った。しかし、それでは宇宙模擬実験をする研

究者は宇宙物理の奴隷的存在になる。そうではなく、模擬実験で新しい物理を発
⾒することが学術として魅⼒的な条件だ。さらに実験とその解析から未知の宇宙

現象を予⾔することこそ、この新学術の⾯⽬躍如である」と⾔うと、皆、すぐ納
得してくれた。

  D Bが時間を⾒ながらまとめに⼊る。「当⾯の魅⼒的課題として、宇宙線天⽂

は 2件で何と何、宇宙核物理は 1件で何々」とまとめる。そこに私が割り込んで、
「それだけでなく、フランク ( F S )の⾦属ナトリウム実験は超新星爆発や先⽇の重

⼒波の波形を決めたりする物理に⾮常に重要だ。このテーマも⽴ち上げるべき
だ」と詳しい理由を挙げて主張。認められる。

⾃⼰主張なくして会議参加は無意味

 この⽇、わずか 2時間の議論であったが、私には「⽬から鱗」の会議であっ

た。「⾮公式」故に皆正直に意⾒を出し合い、⾃⼰の主張を認めさせ結論に⼊れ
込む。よくしゃべるし、皆しゃべる訓練を重ねている。⽇本では主張することで
煙たがられていた私でも、たじたじするほどだった。

 そして、思い知らされた。⽇本の⼤学や会社はグローバル化を叫んでいるが、
私のような「⽇本的和を乱す」はみ出し者の⼈材なくして、⽇本を主張していく

ことができるだろうか。いやそれは無理だ、と。

 ドイツ式会議に感嘆すると同時に、⽇本の未来を思い描いて、暗澹たる気持ち
に襲われた次第である。
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